
海軍航空基地の形成と崩壊 

十五年戦争は“航空機の戦争”である。総力戦体制の下で、戦局の帰趨を決める最重要兵器として、日本を

はじめ各国はさまざまな航空機を大量生産し、人命とともに消耗戦を展開した。 

また“航空機の戦争”の拠点として、膨大な数の航空基地が国内外に建設され、そのために国土と国民が動

員された。日本の航空基地の歴史は、航空機が十五年戦争の間に主力に躍り出て、最有力兵器となり、そして、

壊滅した歴史である。 

本書は、これまで論じられることの少なかった、海軍航空基地が生まれ、変遷し、壊滅する過程、つまり海

軍航空基地の形成と崩壊の歴史を「航空基地の戦争」と捉え、新たな角度から十五年戦争の実態を明らかにし

ようとするものである。 

十五年戦争や航空基地に関心のある方には必携の書。写真、図面多数。 

 
◎特 徴 
・海軍航空基地の歴史全体を基礎的に考察したほぼ最初の書籍である。 
・海軍航空基地の全体を概観するために全国各地域の航空基地建設の動向を整理している。 
・海軍航空基地と十五年戦争との関係について、航空機の変化、軍部の方針、戦況などを通じて論じている。 
・海軍航空基地の平面プランの変遷に着目し、全体を4期に分けてその変遷を示している。 
・海軍航空基地研究のケーススタディとして、大社基地研究の現状を明らかにしている。 

 

 横須賀から大社まで 
 

 

内 容 
はじめに 

第1章 航空基地研究の現状と課題 

（1）航空基地研究の現状 （2）航空基地研究の課題 

第2章 海軍航空基地の増加とその背景 

（1）軍備増強政策と航空兵力拡大 （2）予科練習生と練習航空隊 （3）基地航空隊の編成 （4）海軍航空

基地の総数 

第3章 海軍航空基地建設の概観 

（1）1910年代～満州事変開戦までに開場した海軍航空基地 （2）満州事変～アジア・太平洋戦争開戦までに

開場した海軍航空基地 （3）1942年と1943年に開場した海軍航空基地 （4）1944年に開場した海軍

航空基地 （5）1945年に開場した海軍航空基地 （6）離島などに建設した海軍航空基地 

第4章 海軍航空基地が変遷する諸要因 

（1）航空機の変化と滑走路の変遷 （2）航空基地の施設配置の変化 （3）航空基地の「分散」「秘匿」 

第5章 まとめ 海軍航空基地の変遷 

 第1期 揺籃期の海軍航空基地  第2期 確立期の海軍航空基地  第3期 拡大期の海軍航空基地 

 第4期 解体期の海軍航空基地 

補論 大社基地と大社基地遺跡群 

（1）大社基地研究史 （2）大社基地建設の経過 （3）大社基地に進出した部隊 （4）大社基地遺跡群 
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